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　過越祭の六日前、主はベタニアに行き、そこでマ
ルタとマリアの姉妹と、その兄弟で、主がよみがえ
らせたラザロを交えた夕食の席に着きました。一度
死んだラザロが生き返り共に食事の席に着いている
ことは、同席したすべての人に、主への信仰を引き
起こし、大きな慰めと喜びを与えました。
　しかし一方でラザロのよみがえりは、主イエスの
「時」を来たらせる直接の契機ともなりました。主
がラザロになさったことを聞いた祭司長たちやファ
リサイ派の人々は最高法院を招集して、イエスを殺
そうと企

たくら

み、逮捕の機会を窺
うかが

ったからです。
　そして主御自身は、行く手に備えられた十字架に
自ら進んでいかれる御心でした。ラザロの死に際し、
主は「この病気は死で終わるものではない。神の栄
光のためである。神の子がそれによって栄光を受け
るのである」（11章４節）と言われた通りです。
　それゆえベタニアでの夕食の席は、喜びの中にも
時迫る緊張と厳

げんしゅく

粛さがありました。
　その所でマルタは給仕に専念しましたが、マリア
はナルドの香油を惜しげもなく注いで、主の足に塗
り、自分の髪でぬぐいました。
　以前にもマリアは忙しく働くマルタの機嫌を損

そこ

ね
ながらも、主の話に聞き入って、自らの信仰を表し
ましたが、この度もマリアは、マルタのようにでな
く、直接主に近づき、そして自分の持てるものすべ
てを主に差し出します。それは、イエス様こそ救い
主であり、真の忠誠を示すべき方ですとの明確な告
白的行為でした。
　周囲では主を拒み、否定し、攻撃するサタンの力
がうごめいていましたが、たとえ他の人がこの方を
救い主と認めず、殺すとも、彼女自らは全幅の信頼
と愛を主に示しました。そうしてマリアはその深い

信仰から十字架の主にすべてを献げたのです。
　このマリアの信仰は、主を裏切るイスカリオテの
ユダとも比較されています。ユダは、香油をお金に
換えて貧しい人々に施す方が有益だともっともらし
い主張をして、マリアを非難しました。
　マリアが持って来た香油は三百デナリオン相当。
一デナリオンが日当に値するとのことですから、今
の価値だと二百万円とか三百万円になります。確か
に多くの貧しい人を救える額です。しかし、信仰の
しるしをこの世の価値ではかることによって、マリ
アの行為を無駄な浪費と言うことができるでしょう
か。そもそもユダ自身は自分のものから貧しい人に
施す気はありませんでした。反対に彼は「盗人であっ
て、金入れを預かっていながら、その中身をごまか
していた」のです。その偽善によって、ユダは主を
も売り渡すことになります。人が真に自分自身を主
に献げるかが問われています。
　加えて、マリアの献げ物が主に受け入れられたの
は、彼女が主の「葬りの日のために、それを取って
置いた」からです。マリアは図らずも主の死を予告
し、さらには主が死を通してすべてのものの上に立
つ永遠の王となられることを表しました。その時

じ ぎ

宜
に適った献げ物のために、主はマリアについて人々
に「この人のするままにさせておきなさい」と言わ
れたのです。そしてそこから十字架の主の栄光に思
いを向けるように促されます。
　マリアの献げた香油によって、家中が芳

かぐわ

しい香り
に包まれました。私たちも自分の持てるものを主に
献げて、「キリストを知るという知識の香りを漂わ
せ」（コリント二２：14）る者とされたいと願います。
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マリアの献げたナルドの香油
　そのとき、マリアが純粋で非常に高価なナルドの香油を一リトラ持って来て、
イエスの足に塗り、自分の髪でその足をぬぐった。家は香油の香りでいっぱい
になった。（3節）� （ヨハネによる福音書12章1～8節）
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